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１ コンソーシアムの役割‧機能
〜「うまく回る」コンソーシアムとは？〜
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コンソーシアムに関わる日本の動き
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コンソーシアムの機能とは？

出典：島根県教育庁（高校魅力化コンソーシアム事業） 最終閲覧日：2025年6月3日 
※詳細は https://www.pref.shimane.lg.jp/education/kyoiku/koukoumiryoku/consortium.html をご参照ください。 4
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２ 事例紹介

⽮上⾼校コンソーシアムができるまで

島根県⽴⽮上⾼等学校
⽮上⾼校と地域の未来をつくる会（コンソーシアム）事例

⽮上⾼校魅⼒化コーディネーター
⼀財）地域‧教育魅⼒化プラットフォーム
都道府県伴⾛事業部 ⼩林圭介
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場所 島根県 ⾢南町

歴史 1948年創⽴（7７年⽬）

学科 普通科/産業技術科

⼈数 ⽣徒:243⼈（1学年3クラス）

⽮上⾼校の基本情報
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たたら製鉄で作られた⼈⼝盆地：於保知盆地

たたら製鉄
鉄⽳流しで作られた⼟壌
農業や林業、加⼯、商業で栄えた町

黒船の登場‧海外からの安価な鉄の流⼊によって、たたら製鉄は衰退

篤志家は、地域のためには、「交通路の整備」と「教育振興」を掲げた。
⽮上⾼校は、地元の町⺠が⽊材を集め、校舎建設をして、

県が⾼校として認めた学校。
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⽮上⾼校の２つの学科、５つのコース
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⽮上⾼校の歴史

〇令和4年度から
 現在定員
 36名×3クラス＝108名
〇在籍⽣徒
‧1年⽣：71名
‧2年⽣：86名
‧3年⽣：86名
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◯⽮上⾼校では『⽮上⾼校と地域の未来をつくる会（コンソーシアム）』を以下の⽬的のもと設置
（１）⽮上⾼校の永久存続に向けた積極的な⽣徒募集
（２）地域‧保護者との協働、⾢南町の特⾊や施策との連携を意識しながらの教育内容の魅⼒化‧特⾊化
（３）⽣徒に確かな知識‧技能を⾝に付けさせ、地域課題に主体的に向き合う態度を⾝につけさせること
（４）⾏政‧企業‧地域住⺠と連携のもとで、⽣徒‧教職員が⼒を発揮できる教育環境を整備すること

◯コンソーシアムの部会は７つに分かれ、主幹教諭‧CNを中⼼に学年部や地域を巻き込んでいる

概 要

⽮上⾼校のコンソーシアムの概要（現在）
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⽮上⾼校と地域の未来を考える会（コンソーシアム）

コンソーシアムの主な取組

1. 積極的な⽣徒募集
2. 魅⼒ある教育環境づくり
3. 学⼒‧社会⼒‧⼈間⼒の醸成
4. コンソーシアムの体制構築

永久存続が共通⾔語∕主な取組＝⽮上⾼校将来ビジョンの実⾏

11



Copyright©2025 地域‧教育魅⼒化プラットフォーム

コンソーシアムの主な役割＝ビジョンの遂⾏
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平成31年（令和元年、2019年）
『県⽴⾼校魅⼒化ビジョン』で
コンソーシアムについて⾔及

コンソーシアムを作ることになったきっかけ

将来ビジョンの期限
平成27年から平成31年の5年間→検証含め、2年間延⻑ 1313
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マネージャーの出す資料
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◎中⻑期的な地域、
 学校のために、地域も
 学校経営に参画

他の魅⼒化校 ⽮上⾼校

◎地域はともかく、
 学校存続のために学校経営
 （学校運営協議会型？）

‧地域は
 喜んで⼒を貸してくれる
 （⼝も出してくる）
‧地域の課題＝学校の課題

‧困った時だけ、
 地域に協⼒を依頼する
‧地域の課題≠学校の課題

課題（先⾏研究として）

圧倒的に地域との対話ができてなかった
15



Copyright©2025 地域‧教育魅⼒化プラットフォーム

◎そもそもコンソーシアムは、
 ⽮上⾼校のためだけにあるのではない。
 （⽮上⾼校と地域の未来をつくる会）
 地域のためにもある、という再定義。
◎地域との対話の機会を作り、
 前提を明らかにしてビジョンを作る。
 （第3期ビジョン、設⽴80周年の機会）
 地域のために⾼校は何ができるかという視点。

◎卒業⽣へのアプローチ（⼈材還流）を⽣み出す 
＝地域の課題

これから
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３　コーディネーターの存在
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「社会に開かれた教育課程の実現」 と「高校を核とした地方創生・地域力創造」 の持続可能な好循環を生み出すため

には、コーディネート機能の充実 が重要。高校・地域の状況により、どのような立場の人材がその役割を果たすかは

異なる。

コーディネーターについて　〜３つの機能〜

※出典：文部科学省『高校と地域をつなぐ コーディネート機能の充実に向けて』（2020）p.15 18
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コーディネーターについて　〜役割レベルの３段階〜

※出典：文部科学省『新時代に対応した高等学校改革の推進について』（2021）p.12 19
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＜参考＞　高校魅力化コーディネーターの役割例

①生徒募集の広報・ PR
　└全国生徒募集（地域みらい留学）における、募集・広報業務など

②生徒の週末の生活支援
　└ハウスマスター（学生寮スタッフ）、休日の地域活動の支援など

③教育課程外の学習機会の支援
　└公営塾スタッフ、公民館を使った場の運営など

④教育課程内の学習サポート
　└探究学習のカリキュラムの企画・サポート 、特色ある教育プログラムの
活動支援など 　

⑤外部機関（自治体、大学、民間企業等）連携
　└コンソーシアム運営、ビジョン計画策定や協議会の運営など

地域
コーディ
ネート
機能

学校における
コーディネー
ト機能

協働体制
コーディネー
ト機能

高校・地域の状況により、どのような立場の人材がその役割を果たすかは異なる。
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